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1.  平成25年12月期第2四半期の連結業績（平成25年1月1日～平成25年6月30日） 

当社は、平成24年11月16日開催の取締役会決議に基づき、平成25年１月１日付で株式１株につき100株の株式分割を行っております。そのため、前連結会計年度の期
首に当該株式分割が行われたと仮定して、１株当たり四半期純利益を算定しております。 

(2) 連結財政状態 

当社は、平成24年11月16日開催の取締役会決議に基づき、平成25年１月１日付で株式１株につき100株の株式分割を行っております。そのため、前連結会計年度の期
首に当該株式分割が行われたと仮定して、１株当たり純資産を算定しております。 
 

(1) 連結経営成績（累計） （％表示は、対前年同四半期増減率）

売上高 営業利益 経常利益 四半期純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

25年12月期第2四半期 540 4.2 68 13.7 49 27.1 45 29.9
24年12月期第2四半期 518 △75.8 60 ― 39 ― 34 ―

（注）包括利益 25年12月期第2四半期 45百万円 （29.9％） 24年12月期第2四半期 34百万円 （―％）

1株当たり四半期純利益
潜在株式調整後1株当たり四半期純

利益
円 銭 円 銭

25年12月期第2四半期 4.72 ―

24年12月期第2四半期 3.64 ―

総資産 純資産 自己資本比率 1株当たり純資産
百万円 百万円 ％ 円 銭

25年12月期第2四半期 2,056 170 8.3 17.86
24年12月期 1,988 125 6.3 13.13

（参考） 自己資本   25年12月期第2四半期  170百万円 24年12月期  125百万円

2.  配当の状況 

（注）直近に公表されている配当予想からの修正の有無  ：  無  
 

年間配当金

第1四半期末 第2四半期末 第3四半期末 期末 合計
円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

24年12月期 ― 0.00 ― 0.00 0.00
25年12月期 ― 0.00

25年12月期（予想） ― 0.00 0.00

3. 平成25年12月期の連結業績予想（平成25年 1月 1日～平成25年12月31日） 
 

（％表示は、対前期増減率）

（注）直近に公表されている業績予想からの修正の有無  ：  無  
 

売上高 営業利益 経常利益 当期純利益
1株当たり当期

純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

通期 1,053 △33.9 121 △16.1 71 △19.7 65 △22.1 6.80



(1) 当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動（連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動）  ：  無  

(2) 四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用  ：  無  

(3) 会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示 

(4) 発行済株式数（普通株式） 

当社は、平成24年11月16日開催の取締役会決議に基づき、平成25年１月１日付で株式１株につき100株の株式分割を行っております。そのため、前連結会計年度
の期首に当該株式分割が行われたと仮定して、期末発行済株式数、期末自己株式数、期中平均株式数を算定しております。 

※四半期レビュー手続の実施状況に関する表示 
この四半期決算短信は、金融商品取引法に基づく四半期レビュー手続きの対象外であり、この四半期決算短信の開示時点において、金融商品取引法に基づく四半期財
務諸表のレビュー手続きは終了しておりません。 

※業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項 
本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的であると判断する一定の前提に基づいており、実際の業績等は
様々な要因により大きく異なる可能性があります。 

※  注記事項

新規 ―社 （社名） 、 除外 ―社 （社名）

① 会計基準等の改正に伴う会計方針の変更   ：  有

② ①以外の会計方針の変更   ：  無

③ 会計上の見積りの変更   ：  有

④ 修正再表示   ：  無

① 期末発行済株式数（自己株式を含む） 25年12月期2Q 9,638,200 株 24年12月期 9,638,200 株

② 期末自己株式数 25年12月期2Q 83,200 株 24年12月期 83,200 株

③ 期中平均株式数（四半期累計） 25年12月期2Q 9,555,000 株 24年12月期2Q 9,555,000 株
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（１）連結経営成績に関する定性的情報 

当第２四半期連結累計期間（平成25年１月１日～平成25年６月30日）における我が国経済は、デフレ脱却のため

の金融緩和政策及び景気回復のための各種経済対策に対する期待感を受け、円安株高傾向となるなど、景気回復に

対する期待感が高まりつつありますが、欧州債務問題、米国の金融緩和縮小による国際金融資本市場への影響、中

国の経済成長の鈍化の動きなど、海外経済の不確実な状況は続いており、依然として先行きは不透明な状況である

ものと思われます。 

当社グループが属する不動産業界におきましては、首都圏マンション供給戸数は前年同期と比べ増加し、契約率

も一定の水準を維持しており、不動産市況は底堅く推移しているものと思われます。 

このような事業環境のもと、当社グループは不動産管理事業を事業領域の中心に据え、それに関連する不動産仲

介事業、不動産賃貸事業の更なる収益向上を目指してまいりました。 

その結果、当第２四半期連結累計期間の売上高は540百万円（前年同四半期比4.2％増）、営業利益68百万円（前

年同四半期比13.7％増）、経常利益49百万円（前年同四半期比27.1％増）、四半期純利益45百万円（前年同四半期

比29.9％増）となりました。 

   

（不動産販売事業） 

中古の投資用マンション２戸の販売を行い、売上高は23百万円（前年同四半期は売上高を計上できませんでし

た）、営業利益は２百万円（前年同四半期は１百万円の営業損失）となりました。 

（不動産管理事業） 

管理しております賃貸マンションのリフォーム関連の売上などが減少し、売上高は217百万円（前年同四半期比

4.5％減）、営業利益は111百万円（前年同四半期比7.4％減）となりました。 

（不動産賃貸事業） 

当社所有不動産の賃貸稼働率の維持に努め、売上高は187百万円（前年同四半期比2.6％減）、営業利益は20百万

円（前年同四半期比49.9％増）となりました。 

（不動産仲介事業） 

積極的に営業活動を行い、売上は増加したものの、原価が増加し、売上高は87百万円（前年同四半期比18.4％

増）、営業利益は26百万円（前年同四半期比13.1％減）となりました。 

（その他の事業） 

主にビジネスホテルファンド１物件の運営により、売上高は24百万円（前年同四半期比0.0％減）、営業利益は

13百万円（前年同四半期比42.2％増）となりました。 

  

  

（２）連結財政状態に関する定性的情報 

（資産、負債及び純資産） 

当第２四半期連結会計期間末の資産合計は、前連結会計年度末に比べ67百万円増加し、2,056百万円となりまし

た。これは主に販売用不動産が15百万円、仕掛販売用不動産が33百万円増加したことによるものであります。 

当第２四半期連結会計期間末の負債合計は、前連結会計年度末に比べ22百万円増加し、1,885百万円となりまし

た。これは主に前受金が37百万円増加したことによるものであります。 

当第２四半期連結会計期間末の純資産合計は、前連結会計年度末に比べ45百万円増加し、170百万円となりまし

た。これは主に四半期純利益45百万円の計上によるものであります。 

   

   

（３）連結業績予想に関する定性的情報 

平成25年12月期通期の業績予想につきましては、平成25年２月15日に公表いたしました「平成24年12月期決算短

信」における業績予想から変更はありません。なお、実際の業績等は、業況の変化などにより予想数値と異なる可

能性があります。 

   

１．当四半期決算に関する定性的情報



（１）当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動 

該当事項はありません。 

   

   

（２）四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用 

該当事項はありません。 

   

   

（３）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示 

（減価償却方法の変更）  

当社及び国内連結子会社は、法人税法の改正に伴い、第１四半期連結会計期間より、平成24年４月１日以後に取

得した有形固定資産について、改正後の法人税法に基づく減価償却方法に変更しております。 

なお、この変更による営業利益、経常利益及び税金等調整前四半期純利益に与える影響は軽微であります。  

   

    

２．サマリー情報（注記事項）に関する事項



３．四半期連結財務諸表 
（１）四半期連結貸借対照表 

（単位：千円）

前連結会計年度 
(平成24年12月31日) 

当第２四半期連結会計期間 
(平成25年６月30日) 

資産の部   

流動資産   

現金及び預金 377,564 391,487

受取手形及び売掛金 51,246 61,292

商品及び製品 4,391 4,537

販売用不動産 499,715 515,392

仕掛販売用不動産 106,112 139,854

原材料及び貯蔵品 2,795 2,440

その他 78,007 78,405

貸倒引当金 △51,719 △48,271

流動資産合計 1,068,114 1,145,138

固定資産   

有形固定資産   

建物及び構築物 30,294 30,294

減価償却累計額 △17,895 △18,730

建物及び構築物（純額） 12,399 11,564

車両運搬具 1,537 1,537

減価償却累計額 △1,537 △1,537

車両運搬具（純額） － －

工具、器具及び備品 46,755 47,501

減価償却累計額 △45,485 △45,881

工具、器具及び備品（純額） 1,269 1,619

土地 12,451 12,451

リース資産 11,113 11,113

減価償却累計額 △6,668 △7,779

リース資産（純額） 4,445 3,334

有形固定資産合計 30,565 28,969

無形固定資産   

その他 908 709

無形固定資産合計 908 709

投資その他の資産   

投資有価証券 208 266

長期貸付金 4,785 4,785

繰延税金資産 4,868 4,798

投資不動産 1,009,511 1,009,511

減価償却累計額 △175,207 △181,995

投資不動産（純額） 834,304 827,516

その他 50,090 49,602

貸倒引当金 △5,266 △5,266

投資その他の資産合計 888,991 881,703

固定資産合計 920,464 911,381

資産合計 1,988,579 2,056,520



（単位：千円）

前連結会計年度 
(平成24年12月31日) 

当第２四半期連結会計期間 
(平成25年６月30日) 

負債の部   

流動負債   

支払手形及び買掛金 12,594 13,704

短期借入金 824,500 798,100

1年内返済予定の長期借入金 21,880 14,080

前受金 245,359 283,055

預り金 297,407 318,954

未払法人税等 5,384 7,429

賞与引当金 － 2,763

その他 54,400 63,814

流動負債合計 1,461,526 1,501,900

固定負債   

退職給付引当金 16,904 17,581

長期預り保証金 373,969 356,875

その他 10,717 9,504

固定負債合計 401,591 383,961

負債合計 1,863,117 1,885,862

純資産の部   

株主資本   

資本金 1,146,418 1,146,418

資本剰余金 1,121,858 1,121,858

利益剰余金 △2,042,840 △1,997,703

自己株式 △99,912 △99,912

株主資本合計 125,523 170,661

その他の包括利益累計額   

その他有価証券評価差額金 △61 △3

その他の包括利益累計額合計 △61 △3

純資産合計 125,461 170,657

負債純資産合計 1,988,579 2,056,520



（２）四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書 
（四半期連結損益計算書） 
（第２四半期連結累計期間） 

（単位：千円）

前第２四半期連結累計期間 
(自 平成24年１月１日 
 至 平成24年６月30日) 

当第２四半期連結累計期間 
(自 平成25年１月１日 
 至 平成25年６月30日) 

売上高 518,482 540,444

売上原価 317,976 340,906

売上総利益 200,505 199,538

販売費及び一般管理費 140,213 130,986

営業利益 60,292 68,551

営業外収益   

受取利息 － 3

保険解約返戻金 － 446

債務勘定整理益 － 941

貸倒引当金戻入額 4,421 －

その他 1,438 1,459

営業外収益合計 5,859 2,851

営業外費用   

支払利息 23,096 21,194

支払手数料 3,964 394

その他 82 229

営業外費用合計 27,143 21,819

経常利益 39,008 49,583

特別損失   

減損損失 3,607 －

特別損失合計 3,607 －

税金等調整前四半期純利益 35,401 49,583

法人税、住民税及び事業税 574 4,375

法人税等調整額 70 70

法人税等合計 645 4,446

少数株主損益調整前四半期純利益 34,755 45,137

少数株主利益 － －

四半期純利益 34,755 45,137



（四半期連結包括利益計算書） 
（第２四半期連結累計期間） 

（単位：千円）

前第２四半期連結累計期間 
(自 平成24年１月１日 
 至 平成24年６月30日) 

当第２四半期連結累計期間 
(自 平成25年１月１日 
 至 平成25年６月30日) 

少数株主損益調整前四半期純利益 34,755 45,137

その他の包括利益   

その他有価証券評価差額金 25 58

その他の包括利益合計 25 58

四半期包括利益 34,780 45,195

（内訳）   

親会社株主に係る四半期包括利益 34,780 45,195



（３）四半期連結キャッシュ・フロー計算書 

（単位：千円）

前第２四半期連結累計期間 
(自 平成24年１月１日 
 至 平成24年６月30日) 

当第２四半期連結累計期間 
(自 平成25年１月１日 
 至 平成25年６月30日) 

営業活動によるキャッシュ・フロー   

税金等調整前四半期純利益 35,401 49,583

減価償却費 9,463 9,329

減損損失 3,607 －

賞与引当金の増減額（△は減少） 3,372 2,763

退職給付引当金の増減額（△は減少） △651 677

貸倒引当金の増減額（△は減少） △4,421 △3,447

受取利息及び受取配当金 △7 △3

支払利息 23,096 21,194

売上債権の増減額（△は増加） 63,277 △10,045

たな卸資産の増減額（△は増加） △35,373 △49,208

仕入債務の増減額（△は減少） △3,729 1,109

その他 △73,434 49,833

小計 20,601 71,786

利息及び配当金の受取額 7 3

利息の支払額 △22,658 △21,059

法人税等の支払額 △1,762 △1,222

営業活動によるキャッシュ・フロー △3,811 49,508

投資活動によるキャッシュ・フロー   

担保預金の預入による支出 △6,000 －

有形固定資産の取得による支出 △1,147 △746

投資不動産の取得による支出 △115 －

貸付金の回収による収入 72 －

その他 1,048 487

投資活動によるキャッシュ・フロー △6,141 △258

財務活動によるキャッシュ・フロー   

短期借入れによる収入 － 15,000

短期借入金の返済による支出 △65,100 △41,400

長期借入金の返済による支出 △18,000 △7,800

リース債務の返済による支出 △1,105 △1,126

財務活動によるキャッシュ・フロー △84,205 △35,326

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） △94,159 13,923

現金及び現金同等物の期首残高 428,478 377,564

現金及び現金同等物の四半期末残高 334,319 391,487



 該当事項はありません。   

   

   

 該当事項はありません。   

   

   

Ⅰ 前第２四半期連結累計期間（自 平成24年１月１日 至 平成24年６月30日）  

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報 

                                               （単位：千円） 

 （注）１.「その他」の区分には、ファンド事業、貸金業、設計監理事業等が含まれております。 

    ２.セグメント利益又はセグメント損失の調整額△112,493千円は、セグメント間取引消去△4,084千円、各セ

グメントに配分していない全社費用△108,409千円であります。 

    ３.セグメント利益又はセグメント損失の合計額は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整しております。 
  
２．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報  

 （報告セグメントごとの固定資産の減損損失） 

  「不動産賃貸事業」において、収益性を検証した結果、回収可能価額が帳簿価額を下回った資産グループの

帳簿価額を回収可能価額まで減額し、当該減少額を減損損失（2,757千円）として特別損失に計上しておりま

す。 

   

Ⅱ 当第２四半期連結累計期間（自 平成25年１月１日 至 平成25年６月30日）  

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報 

                                               （単位：千円） 

（４）継続企業の前提に関する注記

（５）株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記

（６）セグメント情報等

  報告セグメント  

  

その他 

（注）１

  

 合計  

  

 調整額 

（注）２

  

四半期連結

損益計算書

計上額 

（注）３ 

  

不動産販売

事業 

  

不動産管理

事業 

  

不動産賃貸

事業 

  

不動産仲介

事業 

  

計 

  

 売上高                   

外部顧客への売上高 －  227,689 192,673 74,115 494,478 24,003  518,482 － 518,482

セグメント間の内部

売上高又は振替高 
－  4,084 － － 4,084 －  4,084 △4,084 －

 計 －  231,773 192,673 74,115 498,562 24,003  522,566 △4,084 518,482

セグメント利益又はセ

グメント損失（△） 
△1,699  120,888 13,534  30,797 163,521 9,264  172,785 △112,493 60,292

  報告セグメント  

  

その他 

（注）１

  

 合計  

  

 調整額 

（注）２

  

四半期連結

損益計算書

計上額 

（注）３ 

  

不動産販売

事業 

  

不動産管理

事業 

  

不動産賃貸

事業 

  

不動産仲介

事業 

  

計 

  

 売上高                   

外部顧客への売上高 23,515  217,424 187,743 87,761 516,444 24,000  540,444 － 540,444

セグメント間の内部

売上高又は振替高 
－  4,884 － － 4,884 －  4,884 △4,884 －

 計 23,515  222,308 187,743 87,761 521,328 24,000  545,328 △4,884 540,444

セグメント利益  2,433  111,929 20,282 26,764 161,410 13,173  174,583 △106,032 68,551



 （注）１.「その他」の区分には、ファンド事業、貸金業、設計監理事業等が含まれております。 

    ２.セグメント利益の調整額△106,032千円は、セグメント間取引消去△4,884千円、各セグメントに配分して

いない全社費用△101,148千円であります。 

    ３.セグメント利益の合計額は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整しております。 
  
２．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報  

     該当事項はありません。    
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